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　２０１４年６月、環境省が創設した「エコ・ファースト制度」において、社会的要請を踏まえた
新たな「エコ・ファーストの約束」を環境大臣へ提出し、「エコ・ファースト企業」に再認定さ
れました。当行は２００８年７月、金融業界初の「エコ・ファースト企業」に認定されています。

　２０００年にＩＳＯ１４００１を認証取得してから１５年間、「環境経営」の実践のため、滋賀銀行独自の環境マネジメントシステムを運用し
てきました。省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」と、銀行の本業を通じて環境保全に貢献する「環境対応型金融商品・サー
ビスの提供」を環境マネジメントシステムに組み込み、スパイラルアップに努めています。
　なお、２０１3年度においても環境に関する法令違反はございませんでした。

　２０１３年１２月、「第１５回グリーン購入大賞」（主催：グリーン購入ネットワーク（ＧＰＮ））に
おいて「大賞」を受賞しました。
　地域に対する影響力が大きい地方銀行として、グリーン購入をはじめとした「環境負
荷低減に関する幅広く、継続的かつ新規の取り組み」が高く評価されました。

　２０１４年3月、「第１７回環境コミュニケーション大賞」
（主催：環境省、一般財団法人地球・人間環境フォーラ
ム）において、「ＣＳＲリポート２０１３　歩みを、共に。」が環
境報告書部門において最高位である「環境報告大賞
（環境大臣賞）」を、また、テレビＣＭ「ニゴロブナ・ワタカ
放流」篇が、テレビ環境ＣＭ部門「優秀賞（地球・人間環
境フォーラム理事長賞）」を受賞。ダブル受賞の快挙と
なりました。
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『びわ湖はクリーンに 地域経済はホットに 地球を愛す（ICE）』

環境預金環境預金環境預金
預金をしながら環境サポート

環境融資環境融資環境融資
環境保全設備の導入等をサポート

環境金融
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ビジネスフォーラム サタデー起業塾
ニュービジネスにかける起業家精神をサポート

エコビジネスマッチングフェア
ビジネスの創出を強力にバックアップ

地球温暖化防止と生物多様性保全は単なる責務ではなく、
人間社会が持続可能なものであるための必須要件といえます。

そこで、当行は、環境問題に伴うリスクと生態系の損失を軽減するために、
「環境金融」の取り組みを実践しています。

1. 「環境金融」を通じたグリーン経済を積極的に推進します。
～“お金の流れで地球環境を守る”との気概で、環境対応型金融商品・サービスの
提供を実践～

2. 「エコオフィスづくり」を積極的に推進します。
～省資源・省エネルギーによる「クリーンバンクしがぎん」の実践～ 

3. 生物多様性の保全活動により、人と自然が共生する社会づくりを推進します。
～地域の皆さまとともに、持続可能な社会を実現～

エコ・ファーストの約束

　２０１４年１月、近畿地区で初開催となる「第４回『２１世紀金融行動原則※』預金・貸金・リース業務ワーキンググループ会議」において、
ホスト行をつとめました。これまでの「環境金融」に対する当行の取り組みを紹介しました。

※【２１世紀金融行動原則】持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則(事務局:環境省)。環境金融の取り組みの輪を拡げるため、金融機関の
自主的な取り組みとして策定された金融行動のイニシアティブ。国内193（２０１４年７月末現在）の金融機関が署名しています。

エコ・ファースト企業に再認定

ＩＳＯ１４００１の取り組み

　国連環境計画（ＵＮＥＰ）※が提唱している「環境と持続可能な発展に関する金融機関声明」に、
2001年、市中銀行で初めて署名しています。当行は環境経営を展開し、「金融機関声明」の精神
の実現に努めています。
※【国連環境計画（ＵＮＥＰ）】地球環境問題に取り組む国際連合の機関。「金融機関声明」には、現在、世界の２００以上の金融機関が署名しています。

「ＵＮＥＰ金融機関声明」に署名

　当行は、英国の新聞フィナンシャル・タイムズとロンドン証券取引所の合弁会社ＦＴＳＥ社の「ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ
Global Index」の構成銘柄に１１年連続で選ばれています。
　「ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ」指数シリーズは、世界で最も注目されているSRI※株価指数の１つです。環境・社会・人権など、
世界的に認められた「企業の社会的責任基準」を満たした企業により構成されています。

※【SRI】「Socially Responsible Investment」(社会的責任投資)の略称

SRIファンドへの組み入れ

「第４回『２１世紀金融行動原則』預金・貸金・リース業務ワーキンググループ会議」ホスト行として

「環境金融」で低炭素社会へ

当行は、気候変動キャンペーン
「Fun to Share」に賛同しています。

地球温暖化防止

　1880～2012年において、世界平均地上気温は
0.85℃上昇しています。特に最近30年の各10年間は
1850年以降のどの10年間よりも高温となっており、
地球温暖化はまったなしの状況です。

　生物多様性とは、いきものたちの豊かな個性とつな
がりのことです。多様ないきものはすべて支えあって
生きており、生物多様性は、人間が生きていくうえでの
基盤です。昨今の自然環境の悪化により、生物多様性
が損なわれていることは大きな問題となっています。

【地球温暖化】【地球温暖化】
【生物多様性】【生物多様性】

第１５回グリーン購入大賞「大賞」受賞

第１７回環境コミュニケーション大賞ダブル受賞

お金の流れで地球環境を守る
経済の血液である「金融」の役割を通じて持続可能な社会づくりへ貢献できるよう、

当行は環境対応型金融商品・サービスの開発、提供により「環境金融」を実践しています。
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　お客さまが定期預金をお預け入れいただくときに、窓口
ではなくダイレクトチャネル（ＡＴＭ、電話、インターネット）を
利用されると、１回のお預け入れごとに７円（不要となる申込
用紙相当額）を当行が負担して積み立てます（エコプラス
定期）。その積み立てた金額を、滋賀県内の小・中学校へ
「学校ビオトープ」づくりの資金として毎年助成しています。
この「エコプラス定期」は近江商人の「三方よし」の考え方で
企画されました。
 なお、２０１３年度より「ネット投信」において「電子交付サー
ビス」をご契約いただくことによる紙資源削減
相当額（１件につき１００円）についても、「学校ビ
オトープ」づくりの活動資金に拠出しています。
　これまで29の小・中学校に総額1,379万円を
助成しています。

長浜市立高時小学校28 甲良町立甲良東小学校29
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1 高島市立今津北小学校

2 高島市立マキノ北小学校

3 長浜市立速水小学校

4 長浜市立北郷里小学校

5 長浜市立長浜北小学校

6 米原市立山東東小学校（現在、米原市立山東小学校）
7 米原市立河南小学校

8 滋賀県立鳥居本養護学校

9 近江八幡市立北里小学校

10 近江兄弟社小学校

11 近江八幡市立老蘇小学校

12 東近江市立湖東第二小学校

13 守山市立河西小学校

14 竜王町立竜王小学校

15 東近江市立八日市南小学校

16 東近江市立御園小学校

17 日野町立桜谷小学校
18 大津市立膳所小学校

24 長浜市立湯田小学校

25 守山市立吉身小学校

26 草津市立笠縫東小学校

27 大津市立伊香立中学校

21 長浜市立神照小学校

22 近江八幡市立安土小学校

19 草津市立草津小学校

20 甲賀市立水口小学校

23 守山市立物部小学校

 お客さまが環境に配慮された住宅や耐震住宅をご購入される際に、金利を引き下げるご
融資「エコ＆耐震住宅ローン」を取り扱っています。従来は、太陽光発電システム、ガス空調、
ガス発電給湯冷暖房等の住宅が対象となっていましたが、2012年10月よりスマートハウ
ス（太陽光発電システム、蓄電池、HEMS※を装備した住宅）については、更なる金利の引き下
げを実施しています。
 また、省エネルギー住宅のリフォームや太陽光発電設備の導入、耐震工事の際には「セレク
トリフォームローン（エコ＆耐震）」により、必要な資金を通常より低金利でご融資します。
　これらの商品は、太陽光発電システムやエネルギー効率の高い住宅の促進により、温室
効果ガスの排出削減に貢献することを目的としています。また、滋賀県には琵琶湖西岸断
層帯が存在しており、地域の防災にも貢献したいとの思いを込めています。

◆エコ＆耐震住宅ローン（2005年取扱開始） ◆セレクトリフォームローン（エコ＆耐震）（2006年取扱開始）

◆地産地融（2011年取扱開始）◆地産地融（2011年取扱開始）

◆エコプラス定期（2003年取扱開始） ◆ネット投信（2011年取扱開始,学校ビオトープへの拠出は2013年度から）

　“地域の産業を地元の金融機関が融資で応援する”というコンセプトのもと、中堅・中小企業および個人事
業主を対象とした「経営者応援ローン『地産地融』」を取り扱っています。
　滋賀県内の伝統的な産業を守り、新しいビジネスの芽を育てていくことを目的とする、担保・保証に依存し
ない融資商品（無担保・第三者保証人不要、個人の場合は原則保証人不要、保証機関保証不要）です。

　当行では、ＣＳＲの側面も加味した、「企業格付」を実施しています。
「企業格付」では、環境保全に熱心なお取引先の活動を取引評価
ならびに信用格付に反映させるため「環境配慮評価項目」を設
けています。
　また、この格付制度を、お取引先の企業価値向上に向けた提案
や親身なソリューション活動を充実させるための「コミュニケー
ションツール」として活用し、「知恵と親切を提供するビジネス」を
展開しています。

　温室効果ガスと光熱費（ランニングコスト）削減につながる取り組みをサポートしています。
　まず、当行はお取引先の所有設備やエネルギー使用状況などを把握します。次に、削減ノウハウを有するパートナー企業と共同
で具体的な削減プランを提案します。そして、削減プランに沿った形で、設備資金をサポートします。
　本業務により、地域金融機関として地域の低炭素社会づくりに貢献するとともに、省エネ設備への投資を促して地域経済の活性
化を実現していきます。

　２０１４年４月、しがぎんリース・キャピタル株式会社、ＲＥＶIＣキャピタル株式会社と事業成長ファンド『しがぎん成長戦略ファンド
投資事業有限責任組合』を設立しました。成長分野における新事業開拓事業者（ベンチャー企業含む）、既存分野において革新的
なビジネスモデルにより成長を目指す企業に対して「出資」を行い、「ニュービジネスの創出」をサポートします。
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◆『しがぎん成長戦略ファンド』（出資型）を設立

◆温室効果ガス削減支援業務 （2009年取扱開始）

　日本銀行が行う「成長基盤強化を支援するための資金供給」を活用したファンドで、今後の成長が見込まれる分野へ取り組まれ
るお取引先への資金供給（融資）を通じて、地域経済の発展に貢献することを目的としています。

◆『しがぎん』成長基盤強化応援ファンド（2010年取扱開始）

お使いみち
○研究開発
○高齢者向け事業

○地域再生・都市再生事業
○観光事業 

○医療・介護・健康関連事業 
　など18分野の事業資金

○環境・エネルギー事業 
○起業 

※【HEMS】家庭内のエネルギー監理システム。電力の使用を効率化でき、節電やCO₂削減に効果があります。

ビオトープでは、魚や虫を観

察する子もいれば、プランクト

ンを調べる子、植物に興味を

もつ子、アスレチック感覚で遊

ぶ子など、子供たちのさまざ

まな姿がみられます。

地域の方々と協力してつくりあげたビオトープです。ホタルが舞うような、地域の方に愛されるビオトープにしていきたいと思います。

助成校の声

エコプラス定期実績

学校ビオトープで環境学習 環境配慮と防災に優れた住宅の普及のために

地域とのリレーションシップを実践 

地域経済の成長のために

企業格付も環境配慮

温室効果ガス削減をサポート 

件数

長浜市立高時小学校2828 甲良町立甲良東小学校2929
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過去の助成校

温室効果ガス削減をサポート 
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PLB資金・エコクリーン資金・未来の芽 合計実績

ＰＬＢ格付ＢＤの格付取得先

生物多様性格付評価指標 PLB格付BDによる金利引き下げ幅

ＰＬＢ格付評価項目

地球環境保全への願いを込めて ＰＬＢ格付８０

利子補給の活用

生物多様性の継承のために

　当行は、「持続可能な企業と地域社会」の実現に向け、地域と連携してお客さまの「環境経営」をサポートしています。

❶しがぎん琵琶湖原則（ＰＬＢ）（2005年策定）

❷環境格付（ＰＬＢ格付）

❸琵琶湖原則支援資金（ＰＬＢ資金）

　当行はお客さまとともに、琵琶湖をはじめとする地球環境保全のため「しがぎん琵琶湖原則（ＰＬＢ＝
Principles for Lake Biwa）」を策定し、ＰＬＢへの賛同を広く呼びかけています。

　しがぎん琵琶湖原則にご賛同いただいたお客さまに対し、ご希望がある場合は「環境を主軸とした
ＣＳＲ経営に関する資料」に基づいて当行独自の「環境格付」を実施しています。環境経営の取り組み度
合いについて、１５の評価項目を３段階で評価します。環境経営に対する「気づき」のツールとしてご活
用いただいています。

　環境保全に役立つ製品・サービスの開発や、省エネ設備などを導入される場合には、「琵琶湖原則支
援資金」によってご融資をします。その際、環境格付の取り組み度合いに応じて最大で金利を年０．５％
引き下げさせていただいています。

1 2 3
しがぎん
琵琶湖原則
（ＰＬＢ）の
3原則

6つの
PLB資金
プラン

環境保全に役立つ
生産・販売・
サービス基準を
策定します。

環境配慮行動と
ビジネスチャンスの
両立を目指します。

環境リスクを
軽減し、持続
可能な地域社会を
実現します。

（賛同、格付、お借入の件数、金額は2014年3月末の実績数値）

□ ＩＳＯ14001等の認証取得
□ 環境会計の導入
□ 土壌汚染、騒音、振動等対策
□ 環境に配慮した製品・商品の取り扱い
□ 法令遵守方針の策定

□ 環境方針の策定
□ 環境保全のボランティア活動
□ 省エネ・省資源対策
□ グリーン調達・グリーン購入の取り組み
□ 法規制違反の事実・可能性

□ 環境報告書等の発行
□ 投資案件に対する環境考慮対応
□ 温室効果ガス排出量削減への取り組み
□ リサイクルへの取り組み
□ コンプライアンスの推進部署の設置状況

（注）L5に格付された場合はPLB資金を
ご利用いただけません。

PLB格付による
金利引き下げ幅

件数

※件数は単年度の実績、金額は取扱開始からの累計額を表示しています。

※格付内容をオープンにして環境保全の取り組みを促進しています。

格付評価PLB
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金利
引き下げ幅

取り組みが先進的L1 0.5％
取り組みが十分L2 0.4％
取り組みが普通L3 0.3％
今後の

取り組みに期待L4 0.2％

金額（百万円）

1,167505 1,994 2,814 3,874 5,673 7,091 9,704
12,362

15,071

26,183
30,636

36,907
40,535

44,004
46,770

エコ・
アクションプラン

みずすまし
プラン

ISO
プラン

省エネ・温暖化ガス
削減プラン

土壌汚染
防止プラン

リサイクル
プラン

ISO

9,192先9,192先
PLB賛同先

PLB格付取得先

PLB資金
実行件数

8,775先8,775先

1,47５件1,47５件

賛同

格付

お借入

事業先比事業先比
51.6%51.6%

事業先比事業先比
49.3%49.3%

3,649先
（2014年3月末実績）

　ＰＬＢ格付とは別体系の環境格付「ＰＬＢ格付８０（利子補給用）」を新設し、環境省が実施する平成26年度「環境配慮
型融資促進利子補給金交付事業」の取扱金融機関に選定されました。当格付では、「経営全般」「事業関連」「環境パ
フォーマンス」の3つの事項について、共通８０項目および選択６～９項目により評価します。

　環境省が実施する平成２６年度「環境配慮型融資促進利子補給金交付事業」の取扱金融機関に選定されたことを受けて、「ＰＬＢ
資金（環境省利子補給活用プラン）」の取り扱いを開始。
　これにより、お客さまが省エネ、光熱費削減等、地球温暖化対策にかかる設備投資を行う際に、利子補給を受けることが可能と
なります。

◆ＰＬＢ資金（環境省利子補給活用プラン）

　豊かな生物多様性が将来世代にも受け継がれていくことを目指して、その道しるべとなる「生物多様性格付（ＰＬＢ格付BD※）」
を策定。全国の金融機関で初めて、生物多様性格付を環境格付と別立てで公表しました。
これは、お取引先の生物多様性の保全等に対する配慮が適切かどうかを、当行独自の指標で測定・評価させていただくもので、
一定以上の評価を取得いただくと、「琵琶湖原則支援資金」の融資金利と合わせて最大で年０.６％の引き下げが可能になります。
　また、業種別の「生物多様性保全取組みのご提案」の公開、担当者の勉強会の実施、外部専門家との連携を行うなど、生物多
様性保全の普及・啓発に向けて、積極的に取り組んでいます。

◆ＰＬＢ格付ＢＤ（２００９年運用開始）

　経済産業省資源エネルギー庁が実施する平成２６年度「エネルギー使用合理化特定設備等導入促進事業」の取扱金融機関に選
定されたことを受けて、「ＰＬＢ資金（資源エネルギー庁利子補給活用プラン）」の取り扱いを開始(本年度の募集は終了しました)。
　これにより、トップランナー機器※の導入等を行う際に利子補給を受けることが可能となります。

◆ＰＬＢ資金（資源エネルギー庁利子補給活用プラン）

※【ＢＤ】「biodiversity」（生物多様性）の略称

※【トップランナー機器】最も優れた省エネ性能を勘案して定められている基準(トップランナー基準)を満たした機器。

評価指標（概要）
経営方針

推進・管理体制

普及啓発・
活動の公表

活動の実施

分　野
1.「生物多様性保全」方針の策定状況

2. 推進・管理体制の構築状況

3. 影響の考慮と低減・回避のための行動の有無

4. ビジネスの中への組み込み状況

5. 自然再生や伝統文化保全の活動への貢献度合

6. 専門的な知識を有する研究機関等との連携状況

7. 社員や取引先に理解を深める機会の設定状況

8. 活動や成果の公表状況

L1+

L2+

L3+

L4+

PLB格付
BD

0.5%

0.4%

0.3%

0.2%

PLB金利
引き下げ幅

0.1%

0.1%

0.1%

0.1%

BD金利
引き下げ幅

0.6%

0.5%

0.4%

0.3%

合計金利
引き下げ幅

長浜支店 大堤 広司

環境対応型金融商品・サービス推進担当者

長浜支店 大堤 広司

環境対応型金融商品・サービス推進担当者

　環境対応型金融商品やサービスの提供は、お客さまに環境経営という「気づき」をご提供できると

考えています。実際、PLBのご紹介をきっかけにお取引が始まり、太陽光発電設備の設置をされたお

客さまがいらっしゃいます。「環境保全への意識が高まった」と大変喜んでいただきました。

　これからも、環境金融を通じて、お客さまとの共存共栄を実現していきたいと思います。

事業先比事業先比
20.5%20.5%

12 13地球環境との　 存 　栄共 共地球環境との　 存 　栄共 共



　「カーボンニュートラルローン 未来よし」は、自然エネルギーの導入を促進し、琵琶湖の環境と生態系を取り戻すことを目的とする
サービスです。
　この仕組みは、お客さまが当行の環境対応型融資商品を利用して太陽光発電システム等を導入された場合に、削減された温室効
果ガスの量を当行が推計します。そして、排出権取引価格を参考に金額換算し、琵琶湖の固有種で絶滅危惧種のニゴロブナ・ワタカ
の保護・育成・放流事業に資金を拠出します。
　2007年度より総額１，２１０万円を、公益財団法人滋賀県水
産振興協会が実施する琵琶湖の生態系保全事業へ寄贈して
います。これはニゴロブナ約２７万匹、ワタカ約２２万匹に相当し
ます。2014年1月には草津市の烏丸半島で「ニゴロブナ・ワタ
カ放流式」を開催し、養殖された稚魚を、役職員280名で一斉
に放流しました。
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　２０１２年７月に「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」が始まって以来、当行の太陽光発電事業向け融資は３００件を超えました。
　また、２０１４年度より、滋賀県中小企業振興資金融資制度「政策推進資金（省エネ・再生可能エネルギー枠）」の取り扱いが拡充されま
した。この制度は、県内の電力需給の改善および再生可能エネルギーへの転換を進めることを目的に創設されたもので、太陽光発電
設備や空調設備の導入などにご利用いただけます。

琵琶湖の環境と生態系保全の「いきものがたり」活動 連携  ●滋賀県農政水産部 ●公益財団法人滋賀県水産振興協会

耳石 染色されたＡＬＣ耳石標識 〈写真提供：滋賀県水産試験場〉

放流するニゴロブナは、特殊な色素で
染色したＡＬＣ耳石標識により識別できる
ことから、一定期間後にサンプリング（捕獲）
して繁殖状況などを調査します。

しがぎんが放流するニゴロ
ブナのしるしとして、3重の
リングマークをつけています

◆カーボンニュートラルローン 未来よし（2007年取扱開始）

◆再生可能エネルギー導入促進

生物多様性の
保全

湖国の食文化の
保全

ふなずし（原料：ニゴロブナ）

黒壁ガラス館 琵琶パール

太陽光発電システムの導入と生態系保全の融合

　「滋賀の魅力発信ファンド」は、滋賀県ならではの地域資源「自然・食・歴史・産業」と「観光」とを融合させ、地域ブランドの魅
力向上や、地域資源を活用した企画開発に取り組むお客さまのサポートを目的とするファンドです。「滋賀の魅力発信ファン
ド」を有効に活用するため、約300本の個人参加型ファンド組成の実績をもつミュージックセキュリティーズ株式会社との間
で、ビジネスマッチング業務で提携しています。
　これまでに、滋賀県内でトップの観光客数を誇る黒壁ガラス館（滋賀県長浜市）の地域ブランド力向上を目的に設立された
「黒壁ガラス工房ファンド」や、琵琶湖産真珠の再生を目的に設立された「琵琶パール※ファンド」に対して投資しています。

◆滋賀の魅力発信ファンド（2011年取扱開始）
金融機関初の観光特化投資ファンド

※【琵琶パール】琵琶湖産真珠。かつて盛んに養殖されていましたが、水質汚濁や水草の異常繁茂等により近年生産量が落ち込んでいます。

黒壁ガラス館 琵琶パール

※【琵琶パール】琵琶湖産真珠。かつて盛んに養殖されていましたが、水質汚濁や水草の異常繁茂等により近年生産量が落ち込んでいます。

ミュージックセキュリティーズ株式会社 西日本支社長 杉山 章子 氏

ビジネスマッチング業務提携先

環境会計

環境保全活動の効果報告の一環として、2006年度より環境会計を導入し、公表しています。 
環境対応型金融商品・サービスの提供は、短期的効果を求めるのではなく、長期的な目線でお客さまと継続的なリレーションを
構築し、持続可能な社会を築いていくことに意義があり、それこそが地域金融機関としての使命であると考えています。 
環境会計導入時(2006年度)以降、徐々に安定した収益効果となり、2013年度の環境保全対策に伴う経済効果の合計額は
336百万円となりました。
これもひとえに、環境保全に対する地域の皆さまのご支援のたまものと感謝申し上げます。

（単位：百万円）

環境保全コスト

環境保全効果

環境保全対策に
伴う経済効果

2011年度
36

288

6,452

468

14

21

503

2010年度
31

299

6,714

453

14

8
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2012年度
43

282

8,297
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13

16
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7,255
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48

▲51
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2009年度
49
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90,22293,030 126,34382,750

313

4

32

350

2008年度
671

380

8,812

85,258

33

5

14

52

収益

費用削減

環境対応型融資商品による資金利益

エコ関連ファンド販売手数料等

エネルギー費用の削減

投資額

費用額

温室効果ガス(CO2)排出量　(t-CO2)

環境対応型融資商品の残高

合計

2007年度
134

224

8,982

79,084

▲100

43

▲35

▲92

2006年度
215

132

8,792

68,658

77113 424 381168384環境対応型融資商品による金利優遇額 441319

▲38

1

13

▲24

A

A

B
C
D

B

C

D

❶対象期間 ： 2013年4月1日～2014年3月31日　❷対象範囲 ： 滋賀銀行単体　❸集計方法 ： 環境省「環境会計ガイドライン」を参考
※【注記】2012年度より①、②を変更、2013年度より③を変更しています。
　①「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」の実施により、太陽光発電関連融資を計上しています。
　②環境配慮型の省エネ住宅が増加しており、「エコ＆耐震住宅ローン」の抽出基準を一部見直し、計上しています。
   ③電力会社のCO2排出係数上昇に伴い、CO2排出量削減活動を正当に反映するため基準年（2006年）の排出係数で固定化して算出しています。

環境省との「エコ・ファーストの約束」でもある省資源･省エネに努めた結果、2013年度の温室効果ガス(CO2)排出量は、
17.48%削減(基準年2006年対比)が図れました。 （詳しくはP3をご覧ください）
環境対応型融資商品の残高は、147,814百万円となりました。 
お客さまの環境保全活動をサポートするために、381百万円の金利を優遇いたしました。
環境対応型融資商品による資金利益（貸出金利息－資金調達原価）は、339百万円となり、エネルギー費用などの削減と合わせて、
336百万円の経済効果となりました。また、エネルギー費用削減は電力料金の引き上げ等に伴い、51百万円の増加となりました。

自然エネルギー導入

ＰＬＢ資金・エコクリーン資金（省エネ・温暖化ガス削減プラン）

エコ＆耐震住宅ローン・セレクトリフォームローン（エコ＆耐震）

適用金利より 更に年▲ %0.1

ニゴロブナ

ワタカ

体重１００ｇのワタカは、夏場に
１日約３０ｇの水草を食べます。

※約12ｃmまで大きくして放流

水草の異常繁茂を防止

事業者向け

個人向け

太陽光発電システム導入などの場合

水草の異常繁茂を防止水草の異常繁茂を防止水草の異常繁茂を防止水草の異常繁茂を防止水草の異常繁茂を防止

体重１００ｇのワタカは、夏場に
１日約３０ｇの水草を食べます。
体重１００ｇのワタカは、夏場に体重１００ｇのワタカは、夏場に
１日約３０ｇの水草を食べます。１日約３０ｇの水草を食べます。

水草の異常繁茂を防止水草の異常繁茂を防止水草の異常繁茂を防止水草の異常繁茂を防止水草の異常繁茂を防止

体重１００ｇのワタカは、夏場に体重１００ｇのワタカは、夏場に体重１００ｇのワタカは、夏場に体重１００ｇのワタカは、夏場に
１日約３０ｇの水草を食べます。
体重１００ｇのワタカは、夏場に
１日約３０ｇの水草を食べます。

対象
商品

融資

放流資金
提供

CO2削減量を
金額換算

ミュージックセキュリティーズ株式会社 西日本支社長 杉山 章子 氏

ビジネスマッチング業務提携先ビジネスマッチング業務提携先

　琵琶湖の真珠養殖の現場を訪問し、大きく育ったイケチョウ貝を拝見しました。「琵琶パールファ
ンド」はこれまでに３本のファンド募集をし、合わせて２３０名の方から３,０００万円を超える出資を
いただきました。
　琵琶湖産真珠の養殖には、稚貝の養殖に３年、真珠核を移植して３年合計６年もの歳月がかかり
ます。投資ファンドを通じて、全国の出資者とともにその成長を見守っていけるのがとても嬉しいです。

ポイント
解説

500
550
（件）

カーボンニュートラルローン 未来よし 実行件数

カーボンニュートラルローン 未来よしの流れ

（匹）

ニゴロブナ・ワタカ 放流数
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